
空
港
と
観
光
の
強
化
の
必
要
（
２
０
１
３
・
６
・
５
） 

  

今
年
で
成
田
国
際
空
港
は
開
港
三
五
周
年
に
な
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
現
在
も
未
完
の
ま
ま
で
あ
る
。
戦
後
、
日
本
を
占

領
し
た
ア
メ
リ
カ
が
巨
大
開
発
を
困
難
に
す
る
た
め
農
地
解
放
を
推
進
し
た
と
い
う
情
報
が
妥
当
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、

成
田
国
際
空
港
の
三
倍
以
上
の
面
積
を
も
つ
パ
リ
の
シ
ャ
ル
ル
・
ド
ゴ
ー
ル
空
港
は
数
人
の
地
主
が
所
有
し
て
い
た
土
地
に

一
〇
年
間
で
当
初
の
計
画
を
実
現
し
て
お
り
、
上
記
の
情
報
も
納
得
で
き
る
状
況
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
出
遅
れ
の
結
果
、
成
田
国
際
空
港
の
地
位
は
低
下
し
、
乗
降
客
数
で
は
世
界
で
五
〇
位
、
貨
物
輸
送
で
は
一

〇
位
、
国
際
旅
客
、
国
際
貨
物
に
限
定
し
て
も
一
三
位
と
六
位
で
あ
り
、
世
界
三
位
の
経
済
大
国
の
玄
関
と
し
て
は
心
許
な

い
状
況
で
あ
る
。
世
界
で
の
競
争
以
上
に
重
要
な
こ
と
は
、
ア
ジ
ア
地
域
で
の
ハ
ブ
空
港
の
地
位
の
獲
得
で
あ
る
が
、
国
際

旅
客
で
は
香
港
、
バ
ン
コ
ク
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
仁
川
の
空
港
が
成
田
よ
り
上
位
に
あ
り
、
国
際
貨
物
で
も
香
港
、
仁
川
、

上
海
が
上
位
に
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
量
的
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
質
的
側
面
で
も
残
念
な
評
価
に
な
っ
て
い
る
。
国
際
空
港
協
会
（
Ａ
Ｃ
Ｉ
）
が

空
港
へ
の
到
達
手
段
の
利
便
、
通
信
環
境
の
整
備
な
ど
の
項
目
で
空
港
の
質
的
評
価
を
発
表
し
て
い
る
が
、
ア
ジ
ア
地
域
の

上
位
の
常
連
は
仁
川
、
北
京
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
、
成
田
は
登
場
し
な
い
。
空
港
建
物
の
美

的
評
価
も
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
世
界
の
ベ
ス
ト
テ
ン
に
登
場
す
る
ア
ジ
ア
の
空
港
は
北
京
、
仁
川
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香

港
で
あ
る
。 

 

最
近
、
頻
繁
に
中
東
の
ド
バ
イ
空
港
を
利
用
す
る
が
、
毎
年
の
よ
う
に
施
設
の
規
模
は
拡
大
し
、
深
夜
で
も
世
界
か
ら
乗

継
ぐ
旅
客
の
雑
踏
で
あ
る
。
そ
の
隆
盛
は
数
字
で
も
証
明
さ
れ
て
お
り
、
過
去
二
〇
年
間
で
旅
客
は
一
二
倍
近
く
増
加
し
、

人
口
二
五
〇
万
人
の
小
国
の
空
港
が
ハ
ブ
空
港
と
し
て
世
界
で
四
位
の
国
際
旅
客
に
対
処
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ア
ジ
ア
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
の
中
央
に
あ
る
と
い
う
立
地
の
利
点
も
あ
る
が
、
明
確
な
国
家
目
標
を
設
定
し
た
構
想
の
成
果
で
あ

る
。 

 

日
本
の
空
港
政
策
の
出
遅
れ
は
、
日
本
の
国
家
目
標
で
あ
る
観
光
立
国
に
も
影
響
し
て
い
る
。
日
本
の
人
口
あ
た
り
の
国

際
観
光
客
数
、
経
済
規
模
あ
た
り
の
国
際
観
光
収
入
は
、
い
ず
れ
も
世
界
で
最
下
位
近
く
を
低
迷
し
て
い
る
。
世
界
経
済
フ

ォ
ー
ラ
ム
（
Ｗ
Ｅ
Ｆ
）
が
発
表
し
た
最
新
の
観
光
潜
在
力
報
告
書
に
よ
る
と
、
日
本
は
一
四
位
で
あ
る
が
、
ア
ジ
ア
・
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
地
域
で
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
日
本
よ
り
上
位
に
位
置
す
る
。 

 

日
本
の
評
価
は
鉄
道
や
空
路
の
基
盤
整
備
、
自
然
や
文
化
の
観
光
資
源
で
は
上
位
で
あ
り
、
も
て
な
し
精
神
で
は
首
位
で

あ
る
が
、
全
体
を
低
下
さ
せ
て
い
る
最
大
の
要
因
は
高
額
の
旅
行
費
用
で
あ
り
、
一
四
〇
ケ
国
で
一
三
〇
位
で
あ
る
。
ス
イ

ス
の
経
営
開
発
研
究
機
関
（
Ｉ
Ｍ
Ｄ
）
の
調
査
報
告
に
よ
る
と
、
生
活
費
用
、
オ
フ
ィ
ス
賃
料
、
携
帯
電
話
料
金
は
世
界
最

高
で
あ
り
、
昨
今
の
円
安
で
多
少
は
緩
和
さ
れ
る
に
し
て
も
、
よ
り
安
価
な
観
光
が
実
現
す
る
抜
本
対
策
の
実
施
が
必
要
と

さ
れ
る
。 

 

日
本
の
貿
易
収
支
は
三
一
年
間
黒
字
を
維
持
し
て
き
た
が
、
二
年
前
に
赤
字
に
転
落
し
、
昨
年
は
赤
字
が
八
兆
円
を
突
破

し
た
。
原
子
力
発
電
所
の
停
止
が
継
続
す
れ
ば
、
化
石
燃
料
の
輸
入
の
増
加
は
回
避
で
き
な
い
た
め
、
当
分
は
赤
字
の
さ
ら

な
る
拡
大
を
覚
悟
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
対
策
と
し
て
外
貨
の
獲
得
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
り
、
観
光
は
有
力
な
財
源
と

し
て
期
待
さ
れ
る
が
、
現
状
で
は
国
際
観
光
収
入
は
一
兆
一
〇
〇
〇
億
円
程
度
で
輸
出
金
額
の
一
・
六
％
で
し
か
な
い
。 

 

し
か
し
、
国
際
観
光
の
最
大
の
価
値
は
経
済
で
は
な
い
。
筆
者
の
限
定
さ
れ
た
経
験
の
範
囲
で
あ
る
が
、
日
本
を
訪
問
し

た
経
験
の
あ
る
人
々
で
日
本
批
判
を
す
る
人
々
は
皆
無
で
あ
る
。
お
も
て
な
し
精
神
が
首
位
と
い
う
評
価
が
象
徴
す
る
よ
う

に
、
日
本
へ
の
訪
問
は
日
本
へ
の
評
価
を
向
上
さ
せ
る
最
良
の
手
段
で
あ
る
。
国
際
社
会
で
の
日
本
の
地
位
が
動
揺
し
て
い

る
現
在
、
空
港
政
策
と
観
光
政
策
の
協
調
に
よ
る
日
本
の
存
在
意
義
の
向
上
を
期
待
し
た
い
。 


